たいと 思う。 

なお 映画に 関して は 経済学 上から また 社会学 上から 

見た いろいろな 問題が ある。 しかも それらの 問題 は必 

ずし も 映画 芸術 上の 問題と 切り離して 考える ことが で 

きない ものである。 しかし これらの 重要な 点に もこ こ 

では 立ち入るべき 余裕 もな く、 また それ はお そらく 自 

分の 任で もない から、 全然 省略して 触れない ことにす 

る。 これ は 遺憾ながら やむ を 得ない 次第で ある。 これ 

に ついてはべ ー 口 • ボラ— ジ ュ の 「映画の 精神」 (B^zs: 

Der Geist des Films, 1930) を 読む こと をす すめたい 

自分 はこの 書と プド ー フ キンの 有名な 「フィルム テク 



絵画 彫刻 建築 は 空間 的で あるが 時間 的で なく、 音楽 は 

時間 的で あるが 空間 的で ない。 舞踊 演劇 楽劇 は 空間 的 

で 同時に 時間 的で あると いう 点で は 映画と 同様で ある。 

しからば これらの 在来の 時空 四次元 的 芸術と 映画と い 

かなる 点で いかに 相違す るかと いう 問題が 起こつ て 来 

る。 

まず 最も 分明な 差別 は Y J れらの 視覚 的 対象と 観客と 

の 相対 位置に 関する 空間 的 関係の 差別で ある。 舞踊 や 

劇 は 一定 容積の 舞台の 上で 演ぜられ、 観客 は 自分の 席 

に 縛り付けられて 見物して いる。 従って その 視野と 視 

角 は 固定して しまって いる。 しかし 映画で は 第一 その 



して は 述べない。 しかし 以上 略説した ところから でも、 

映画なる ものが い かに 自由に 時間 空間 を 駆使し 統御し 

うる か を 相 S 像す る f と はでき るであろう。 そういう 音 s 

味で、 映画 芸術 はほんと うに 時と 空間 を ひとまとめに 

した いわゆる 四次元 空間に 殿堂 を 築き上げる 建築の 芸 

術で あると いう ことが 了解され るであろう。 そうして 

舞台芸術 は 一 見 これと 同様で あるよう に 思われる にか 

かわらず、 実は 次元 数に おいても、 また 各 次元の 範囲 

においても はなはだしく 制限され たもので あると いう 

ことが 了解され るであろう。 同時に 何 ゆえに 映画が 最 

も 広い 総合芸術の 容器と なりうる かとい う 理由 もお の 



メ— トルの 陽画 映写 フィルム を 作る ために 六 千メ— ト 

ルの 陰画が 消費され ている。 使った ものの やっと 三 割 

だけが 役に立つ 勘定で ある。 これ は 非常な きびしい 選 

択 であると 言わなければ ならな い。 しかし できあが つ 

た 最後の 作品の 価値 を 決定す る もの は 実に この 最後の 

選択の 厳重 さに 係わる であろうと 思われる。 

カッティング 

要するに 映画 は 截断の 芸術で ある。 たとえば ス 

タ ー ンバ— グの 「青い 天使」 の 台本と、 いよいよ でき 

あがった 作品と を 比べて みても、 いかに 多くの ものが 

切り捨てられ たかが わかる (わが国での 検閲の 切断 は 

まち ひ と 

別と して)。 チヤ プリンが その 「街の 灯」 の 一 場面 を 撮 



ネガ チ I ヴ たいせき 

たくさんな 陰画 の 堆積の 中から 有効な もの を 選び 

出して それ をい かに つなぎ合わせ るかが いわゆる モン 

タ ー ジ ュ の 仕事で ある。 

モン タ— ジ ュ という 言葉 を 抽出し、 その 意義 を 自覚 

的に 強調した の は プド— フ キン 一 派の 人に 始まる かも 

しれない ので あるが、 要するに モン タ— ジュは 平凡な 

「編集」 という 言葉 を もって 代用しても たいして さし 

つかえな いとい う 事 は プド— フ キ ン の 著書の 英訳に ェ 

ディ チン グ とい う 英語 を 当 てて ある ことか らも 想像 さ 

れ るであろう。 また この 著者が その モン タ— ジ ュ を 論 



じた 一章の 表題に 「素材の 取り扱い方」 という 平凡な 

文字 を 使い、 そうして その 題 下に 「構成 モン タ— ジュ」 

「場面 (景) の モン タ ー ジュ」 「插話 (ェ ピソ— ド) の 

モン タ ー ジュ」 等の 小 区分 を 設けて いるので ある。 

映画 素材から 映画 を 作り上げる 編集 方法と しての モ 

ンタ— ジ ュ は そもそも 映画 始ま つ て 以来 行なわれて 来 

たものに 相違ない ので あるが、 しかし 初期の 映画に お 

いて、 単に 海岸に 打ち寄せる 波の 遊び を 見せたり、 あ 

るい は 舞台 演芸 を そ つ くり そのまま 写して みたり した 

ような 場合に は あまり 問題に ならない 事であった。 し 

かし 映画が 単なる 複製の 技術と しての ただの 活動写真 



している と 同じような 指導原理に 支配され る もので あ 

ろうとい う 事 は 想像しても さしつかえがない であろう- 

実際 プド ー フ キンで も エイゼン シ ュ ティンで も、 ボ 

ラ ー ジ ュ でも それらの 人々 の モン タ ー ジ ュ に関する 論 

述を 読む に当たって、 その 記述の 表面に 現われた 具象 

的な もの を 適当に ム タティ ス • ム タンディ スに 置き 換 

えさえ すれば それ は ほとんど 完全に 他の 芸術の 分野に 

適用され うる こと を 見いだ すであろう。 これ はむしろ 

当然な ことで ある。 主題の 分析、 選択、 編成と いう 過 

程に はすべ ての 芸術に 共通な ものがなければ ならない 

からで ある。 



下手な 剣劇の 立ち回りが それであろう。 

エイゼンシュテイン は、 日本の 文化の あらゆる 諸 要 

素が モン タ ー ジュ 的で あると 論じ、 日本の 文字で さえ 

ほ 

も (？ )、 口と 犬と を 合わせて 吠える というよ うにで き 

か ぶ き 

あがって いると 言い、 また 歌舞伎に ついても 分解的 演 

技の 原理と いう 言葉 を 使って、 役者の 頭 や 四肢の 別々 

な 演技が モン タ ー ジ ュ 的に 結合され ると いう ふうに 解 

釈 した。 この 方法 を 応用した のが 近 ごろ 封切り された 

「人生 案内」 のコ リカの 母の 死の 場合 だ と 言われて い る。 

彼 はまた 短歌 や 俳諧 を 論じて 「フレ —セ ォロジ ー に 

置き換えられた 象形文字」 であると 言い、 二三の 俳句 



映画で しばしば 用いられる 推移の 手段と しての 

n ンチニ ユイ ティ. グ ラフト じょうと うてき 

接 枝 的 連接 法と も 呼ばれる 常套的 手法が ある。 たと 

えば 蓄音機 円盤が 出勤簿 レジスタ— の 円盤に ォ ー バ ー 

ラップす ると か、 あるいは しわくちゃの ハンケ チを 

持った 手 を 絞り 消して 絞り 明ける と 白い ばらの 花束 を 

整える 手に 変わる。 あるいは 室内の トランクが 汽車の 

網棚の トランクに 移り変わる ような 種類で ある。 とこ 

ろが、 連句で はこれ に 似た ことが しばしば 行なわれる。 

たとえば 「僧 やや 寒く 寺に 帰る か」 「猿 引きの 猿と 世 を 

経る 秋の 月」 では 僧の 姿が 猿 引きの 猿に ォ— バ ー ラッ 

プ 的に 推移す るので ある。 



ラップす るので ある。 この 二つの 場面の モン タ ー ジュ 

ふんいき 

によって われわれ は 一 つの 全体としての 家庭の 雰囲気 

を 実感 させられ るので ある。 

映画の 光学 的 映像より 成る 一 つ 一 つの ショットに 代 

わるものが、 連句で は 実感 的 心像で 構成され た 長 句 あ 

るい は 短句で ある。 そうして これらの 構成要素 は その 

モン タ ー ジ ュ の リズムに よつ て あるいは 急に あるいは 

ゆるやかなる 波動 を 描いて 行く、 すなわち 音楽 的 進行 

を 生ずる ので ある。 

映画の 一 つの ショット は 音楽の 一 つの 楽音に 比べる 

よりもむ しろ 一 つの 旋律に たとえら るべき ものである- 



映画 や 連句の 場合に おいても、 一 つ 一 つの 顕在 的な 

映像の 底に かくれた 潜在的 内容が 多量に 存在して いる。 

モン タ ー ジュの 秘密 は、 この 潜在的 内容の 言葉 で 文章 

を つづ つ て 行く 方法に あると も 言われる。 

夢の 心理と 連句の 心理の 比較に ついては かつ て 雑誌 

しぶがき 

「渋柿」 誌上で 詳論した からこ こで は 略す る。 そうし 

て そこで 論じた こと は ほとんど そのままに また 映画の 

モン タ ー ジ ュ に 適用しても さしつかえないと 思う ので 

ある。 それ はとに かく 自分が この 論 を 出した 後に 「ク 

口 ー ズ • アップ」 第 七 巻 第二 号 を 見て いたら ヒュ ー ズ 

(c. J. p-ennethorne Hughes) という 人が 映画と 夢と 



の 比較 を 論じて いるの を 見て 興味 を 引かれた。 夢に 色 

彩の ない こと、 羊の群れが 見る 間に 兵隊の 群れに 変 

わったり する ことな どが 述べて ある。 それから、 夢が 

阻止され た 願望の 実現と なる ように、 映画の 観客 は 映 

画 を 見る ことによ リ、 実際に は 到底 なれない 百万長者 

になり、 できない 恋をしたり、 不可能 事 をし とげる と 

いうよう な こと も 言つ ている。 これ も おもしろい 見方 

である。 映画の 大衆 的で ある ゆえん は 最も 密接に この 

点に つなが つてい ると いう 事 は 疑い もない ことで ある _ 

映画と 連句と が 個々 の 二つの 断片の 連結の モン タ ー 

ジュ において ほとんど 全く 同一 であるに かかわらず、 



まんげ きょ う 

さ まざ ま の 形態 の 珍しい 万華鏡 の 戯れ やが 、 不合理な 

必然性に 従って 各自の 中から 生長す る」 (ボラ— ジュ 

「映画の 精神」 一 一 五べ— ジ)。 

しかし これらの 絶対 映画で は、 ともかくも 「ベ ルリ 

ン」 とか 「ひとで」 とかいう 主題に よって 全体が 総括 

されて いる。 しかし それほど 簡単で ない もの も ある。 

「アン ダル— シァの 犬」 と 称する 非 現実 映画 (往来 社 版、 

映画 脚本 集 第二 巻) になる とも はやそう いう 明白な 主 

題 はない。 その モン タ— ジュは 純然たる 夢の 編成 法で 

あり、 しかも かなりに よく 夢の 特性 をつ かんで いる。 

かみそり 

たとえば 月 を 断ち切る 雲が、 女の 目 を 切る 剃刀 を 呼び 



の 音源の 印象が 不 判明で あるが ために、 その 喚起す る 

連想の 周囲に は 簡単に 名状し 記載す る ことので きない 

ささべ U 

潜在意識 的な 情緒の 陰影 あるいは 笹 縁が ついている。 

音の 具象 性が 希薄で あれば ある ほど、 この 陰影 は 濃厚 

になる。 それ だから、 名状し 難い いろいろな 心持ちの 

二 ュ アンスの 象徴と して は 音の ほうが 画像より もい つ 

そう 有力で ありうる と いう ことになる。 

たとえば 「人生 案内」 の 最後の 景 において 機関車の 

ほえる ような うめく ような 声が 妙に 人の 臓腑に しみて 

聞こえる。 「パリの 屋根の 下」 で 二人の 友が けんか を 

しょうと するとき に、 こわれた レコ ー ドのガ —ガ ー と 



タ ー ジュ 手法が 採用され ている。 前掲 「灰汁 桶」 の 句 

ではし ずくの 点滴の 音が きりぎりすの 声に ォ ー バ— 

ばしょう のわき 

ラップし、 「芭蕉 野 分して」 の 句で は 戸外に 荒る る 騒音 

の 中から 盥 に 落つ る 雨漏りの 音 を クロ ー ズ アップに 

ばしょう ほととぎす 

写し出した ものである。 またたと えば 芭蕉 は 時鳥の 

そうせき くい 

声に ょリ、 漱石は 杭 打つ 音に よって 広々 とした 江上の 

しわぶ き 

空間 を 描写した。 「咳 声の 隣 はち かき 縁づ たい」 に 「添 

えば そうほ どこく めんな 顔」 は 非 同時性 モン タ ー ジュ 

であり、 カメラの 回転 追跡 (Nachpanoramieren) で 

ある。 こういう 例 を あげれば 際限 はない。 他日 適当の 

場所で 細説した いと 思う。 



と、 色彩の ために 明暗の 調子が 弱められて 画面の 深さ 

が 浅くな り 従って 平板に 見え やすくなる。 これ は 西洋 

画 をけ いこした 人の いずれもが 経験した ことであろう。 

しからば 有色 映画 は 全然 見込みの ない もので あるか 

というと、 そうは 断言で きない。 もしも 将来 天才 的監 

督 によって 適当なる 色彩 的 モン タ— ジ ュ の 方法が 案出 

され、 明暗 を 殺さずに それ を 生かす ような 色彩 を 駆使 

して、 これ を 音響と 対 位 的に 編成す る ことができれば 

その 結果 は あるいは 大いに 見るべき ものである かもし 

t な レ 

色彩の モン タ ー ジ ュ はいかに すべき かに ついては や 



う 愛すべき 家畜の 特性 を 描 象して ほとんど 「犬 自体」 

を 映 出して いると 思われた。 もう 一 つの 漫画の 長所 は、 

音楽との 対位法 的 モン タ ー ジ ュ を 行なう 場合に おける 

視 像の エキスプレッションが 自由自在であって、 画像 

の 運動 は §:〔#「§」 は 縦 中 横、 音楽 記号の ピア 二 ッシモ U 

から ff 〔# 「伃」 は 縦 中 横、 音楽 記号の フォルテ シモ U 

まで 任意に 大 なる 変化 をす る ことができ、 ク レツ セン 

ド ー、 ディ ミニ ゥ エンド ー 勝手次第な ことで ある。 顔 

じゅういつ ぱいに 口 を あけようと、 針で 突いた ほどに 

つぼめようと 自在で ある。 

こういう ふうに 考えて みると 漫画の 将来に はま だ い 



ろい ろな 未発見の 領土が 隠れて いそうに 思われる。 た 

こうとうむけい 

だ 現在の ビン ボ— 類似の 作品 は あまりに 荒唐無稽な 剌 

激を 求め 過ぎて 遠からず 観客の 倦怠 を 来たす おそれが 

あり はしない かと 思われる。 

普通の 現実的 映画が 散文で あると すれば、 漫画 は 詩 

であ リ 歌で ありうる、 むしろそう あるべき ものである- 

今の 漫画 は俳亂 ならば 談林 風の たわけ を 尽くして いる 

しょうふ-つ 

時代に 相当す る、 遠からず 漫画の 「正風」 を 興す もの 

がかえ つて 海の かなたから 生まれ はしない かとい う 気 

もす る。 ほんとう はこれ こそ 日本人の 当然 手 を 着ける 

ベ き 領域であろう。 



日本の 映画 はどうであろう。 数年 前の 統計に よると 

フィルムの 生産高の 数字に おいて はわが 国 ははる かに 

りよ. つが 

フランス や ドイツ を 凌駕して いるよう であるが、 これ 

らの 映画の 品等に おいて はどうで あるか。 たくさんの 

邦 産 映画の 中には 相当な もの も あるか もしれ ない が、 

自分の 見た 範囲で は 遺憾ながら どう ひいき 目に 見ても 

欧米の 著名な 映画に 比肩し うるよう な もの はき わめて 

まれな ようで ある。 

ロシア 崇拝の 映画 人が 神様の ように かつぎ 上げて い 

るかの エイゼン シ ュ ティンが、 日本 固有 芸術の 中に モ 

ンタ ー ジュの 真諦 を 発見して 驚嘆す ると 同時に、 日本 



ばく じょう 

るの は 無理で あろうが、 その 縛繩の 許す 自由の 範囲 

内で せめて スタ ー ンバ— グゃ、 ル —ピッチ や、 ル ネ. 

クレ— ルの 程度に おいて オリジナルな 日本 映画 を 作る 

ことができな いはず はない。 それが できな いのは 製作 

者の 出発点に 根本的な 誤謬が あるた めであろう。 その 

誤謬と は 国民的 民族的 意識の 喪失と 固有 文化への 無 関 

心無 理解と であろう。 もっとも、 良い 映画ので きない 

と いう ことの 半分の 責任 は 大衆 観客に ある こと ももち 

ろんで あろうが、 しかし 元来 芸術家と いう もの は 観賞 

者 を 教育し 訓練に 導きうる 時に のみ 始めて ほんとうの 

芸術家で ある。 チャップリンの ごと き 天才 は 大衆 を 引 



きつけ 教育し 訓練しながら、 笑わせたり 泣かせた りし 

てそうして 莫大な 金 をもう けて いるので ある。 

和歌 俳諧 浮世絵 を 生んだ 日本に 「日本的なる 世界的 

映画」 を 創造 するとい う 大きな 仕事が 次の 時代の 日本 

人に 残されて いる。 自分 は 現代の 若い 人々 の 中で 最も 

すぐれた 頭脳 を も つた 人た ちが、 この 大きな 意義の あ 

ふんいき 

る 仕事に 目 をつ けて、 そうして 現在の 魔 酔 的 雰囲気の 

中に いながら しかも その 魔 酔 作用に 打ち勝って 新しい 

領土の 開拓に 進出す る こと を 希望して やまない もので 

ある。 それに は 高く 広き 教養と、 深く 鋭き 観察との 双 

輪 を 要する 事 はもち ろんで ある。 「レオナルド .ダ- 



ヴ インチが 現代に 生まれて いたら、 彼 は 映画に 手 を 着 

けたであろう」 とだれ かが 言つ ている の は 真に 所 由の 

ある ことと 思われる。 

(付記) 紙数に 制限の あるた めに 省略した 項目 

の 中にはた とえば 「字幕」 の 問題 や、 映写幕の 

形状の 問題の ごとき ものが ある。 また 芸術的 実写 

映画と し て の 山岳 映画 や 猛獣 映画の) J ときものに 

ついても 一通り 述べたかった ので あるが、 これら 

についても 他日 適当な 機会に、 他の 場所で 一応の 

考察 を 試みたい と 思う。 



本 編 を 草す るた めに 参考に した 書物 は 次の よう 

な ものである。 (次第 不同) 

V. I. Pudovkin ： On p.ilm TTecllnique, 1930. 

w. p*lldo.wkin : l^ilmre^ie und 

l^ilmmanllskrip-t, 1928. 

B^l^zs : Der siclitt>eire Mensch. Eine I^ilm- 

Dralrsulr ぬ ie (21:e AufL) 

B^l^zs : Der Geist des l^ilms, 1930. 

on Moussinac : Panoramique dn cin^mp 

1929. 

Bryher : I^ilm problems of Soviet Russia, 



1929. 

L. Molioly-Nagy : Malerei, Foto^rafie, p-ilm. 

Der russisclie Revolutionsfilm fscjlautjticller 

2, Orell FXlssli verl^^.) 

Russisclie Filmkunst (Ernst p-ollak: verla^.) 

G.nerkt : Das TTOnfilm-Theater. 

Close Up : Vol. VI, VII. 

エイゼン シ ュ ティン、 映画の 弁証法 

ささき のりお 

(佐々 木 能理男 訳)。 

ベ ー 口. ボラ— ジ ュ 、 映画 美学と 映画 社会学 (前 

掲 「映画の 精神」 の 邦訳、 佐々 木 能理男 訳)。 



上田 進 訳 編、 映画監督 学と モ ンタ ー ジ ュ 論。 

レオン. ム ー シ ナック、 ソヴィエト. ロシアの 

い いじまた だし 

映画 ( 飯 島 正 訳)。 

きしま つ お 

エリック. エリオット、 映画 技術と 芸術 (岸 松 雄 

尺. 一。 

佐々 木 能 理男訳 編、 発声 映画監督と 脚本 論。 

ヴェ . シュ クロ フス キイ、 シナリオ はいかに 書 

ほん ましち ろう 

くべき か (本 間七郎 訳)。 

セル デ イス、 トォ キイと 映画 芸術 (高原 富士郎 

尺 ン。 

1 一 11 は」 

佐々 木能理 男. 飯 島 正、 前衛 映画 芸術論。 



(昭和 七 年 八月、 日本文学) 



底本： 「寺 田寅彦 随筆集 第三 巻」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1948 (昭和^) 年 5 月^日 第 ー 刷 発行 

1963 (昭和？ 8) 年 4 月 S 日 第 g 刷 改版 発行 

1993 (平成 5) 年 2 月 5 日 第 g 刷 発行 

※本 作品 中には、 身体 的. 精神的 資質、 職業、 地域、 

階層、 民族な どに 関する 不適切な 表現が 見られます。 

しかし、 作品の 時代 背景と 価値、 加えて、 作者の 抱え 

た 限界 を 読者 自身が 認識す る - J と の 意義 を 考慮し、 底 

本の ままと しました。 (青空 文庫) 

※ 【「連句 雑 俎」】 の 括弧 記号 「【ご は 底本で は 「〔ご 

が 使われて います。 
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